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歯科材料 01 歯科用金属 

歯科メタルセラミック修復用貴金属材料 70770000 

管理医療機器 

オプション  

 

【禁忌・禁止】 

本品又は類似成分の合金に対して発疹、皮膚炎等の過敏

症の既往歴のある患者には使用しないこと。 

 

【形状・構造及び原理等】** 

本品はパラジウムを主成分とした合金である。  

 

[原理] 

鋳造過程を経て歯科メタルセラミック修復物を作製する。 

 

[成分・分量] 

成 分 分 量 

パラジウム 78.8％ 

銅 10％ 

ガリウム 9％ 

金 2％ 

その他 微量 

 

[仕様] 

種類：歯科メタルセラミック修復用貴金属材料 タイプ2 

 

項目 代表値 

耐力 900 MPa 

伸び 23 % 

密度 10.6 g/cm3 

液相点 1190 ℃ 

固相点 1100 ℃ 

熱膨張係数 14.3×10-6K-1 

 

【使用目的又は効果】 

本品は歯科メタルセラミック修復物の作製に用いる。 

 

【使用方法等】 

1. 通法に従い、埋没操作を行う。 

2. 多孔式のガス・酸素トーチを用いて金属を融解し、丸みを帯び始め

てから7秒以内に鋳造を行う。 

3.鋳造後2分で急冷し、通法に従い50～60μmのアルミナでサンドブラス

トし、埋没材を除去する。 

4.超音波洗浄機を用いて、金属面の洗浄を行う。 

5.大気下で温度を650℃から1010℃まで上げて5分間係留し、コンディ

ショニングを行う。 

6.通法に従いロウ着を行う。 

 

[使用方法に関連する使用上の注意] 

本品に陶材焼付けを行う際には、使用する歯科メタルセラ

ミック修復用陶材の添付文書に従い操作すること。 

 

【使用上の注意】* 

[使用注意] 

個別の医療機器によらず医療従事者として医療を実施するに

あたり既に注意されていると考えられている事項は遵守する

こと。 

（注意事項の内容例） 

平成26年10月31日 事務連絡「医療機器の添付文書の記載要領

に関するQ＆Aについて」別添1 

 

[重要な基本的注意] 

1.埋没時にはリン酸塩系埋没材を使用すること。 

2.融解・鋳造時には石英ルツボや炭素ルツボ及びフラックスは使用しな

いこと。 

3.酸化膜は暗褐色である。黒色の酸化膜が生じた場合には、再度1010℃

のマッフル中で加熱すること。 

4.本品の鋳造設備付近には、局所排気装置、換気扇などを設けて、密閉

した部屋での作業を避けること。 

5.鋳造により発生する粉塵及び上記を吸入しないこと。 

6.本品の研磨作業などの際には、粉塵による人体への影響を避けるため、

局所吸塵装置、公的機関が認可した防塵マスクなどを使用し、粉塵

を吸入しないこと。 

7.本品を再融解する場合はサンドブラスター等で埋没材、酸化膜を完全

に取り除き、新しい合金を等量以上加えて融解すること。 

8.本品に用いる陶材は、本品の熱膨張係数に適した陶材をメーカーの指

示に従って使用すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】* 

          製造販売業者：白水貿易株式会社 

          電 話 番 号：06-6396-4400 

          F A X 番 号：06-6396-4457 

          ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ：https://www.hakusui-trading.co.jp/ 

          製 造 国：アメリカ合衆国 

          製 造 業 者：Dentsply Ceramco 

 

 

 


